
設定例　WindowsNT

①

③

「次へ」をクリックします。

②

「ダイヤルアップネットワーク」の
アイコンをダブルクリックします。

※ABCnetという架空のプロバイダを想定した設定例で説明いたします。

「インターネットに接続する」に
チェックを入れます。

「完了」をクリックします。

デスクトップの「マイコンピュータ」アイコンを
ダブルクリックします。

初めて接続するアイコンを作成する方はこの画面が
表示されます。

「ＯＫ」をクリックします。

「電話帳エントリの名前」に接続する
プロバイダの名称などの、わかりやすい
名前を入力します。

「次へ」をクリックします。

接続先番号「１４９２」（局番なしの4桁）の
みの設定で本サービスに接続可能です。
（市外局番は設定を行いません）

接続にあたって発信者番号通知が必要な
プロバイダをご利用で「通常非通知」とされ
ているお客様の場合「１４９２」の先頭に発
信者番号通知「１８６」を付与してください。

「次へ」をクリックします。
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④

⑥

「ＯＫ」を
クリックします。

⑤

「構成」をクリックします。

「ネットワークプロトコル」で
「ＴＣＰ／ＩＰ」にチェックを入れます。

プロバイダによって設
定が異なりますので、
プロバイダから通知さ
れた設定に従って行っ
てください。

次に「サーバー」のタブをクリックします。

この画面に戻ります。

「ダイヤルアップサーバの種類」に「 PPP:Windows NT、
Windows ９５ Plus、インターネット」が表示されている
ことを確認します。

「サーバーが割り当てたＩＰアドレス」のラジオボタンが選択
されていることを確認してください。

「ＯＫ」をクリックします。

「その他」をクリックし、「エントリとモデムの
プロパティの編集」を選択します。

「モデムの選択」に、ご使用のTAの情報が表示され
ていることを確認します。

「初期速度」をプルダウンし
「１１５２００」を選択します。

「ハードウェアの機能」は「ハードウェア フロー

制御を行う」にチェックを入れます。

「ＴＣＰ／ＩＰの設定」を
クリックします。

「ＩＰヘッダー圧縮を使う」
のチェックを外します。
「ＴＣＰ／ＩＰ」の詳細は各
プロバイダから通知さ
れた設定に従って行っ
てください。
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⑦

⑨

この画面に戻ります。

⑧

次に「スクリプト」のタブを
クリックします。 次に「セキュリティ」をタブ

をクリックします。

次に「Ｘ２５」のタブをクリックします。

「ネットワーク」は「（なし）」を確認します。

「ＯＫ」をクリックします。
「ダイヤル」をクリックします。

「承認と暗号化の原則」は「クリアテキストを含む任意の
認証を受け付ける」または、「暗号化された認証のみを受
け付ける」にチェックします。詳細は、プロバイダから通知
された設定に従い行ってください。

「ダイヤル（ログイン）後」は「なし」にチェックが
入っていることを確認します。

「ＯＫ」をクリックします。

「ユーザ名」はプロバイダに登録されている
パスワードを入力します。

「ドメイン名」は必ず空欄にしてください。

「パスワード」
はプロバイダ
に登録されて
いるパスワード
を入力します。


